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＜病棟連絡事項＞
・新規購入した拘束帯3セットが届きました。拘束帯を入れる為の袋がないので、段ボールに入れてSGM部屋へ置いてあります。

・10/24（日）日勤チーフが上野SGM→成田へ変更となります。

・新型コロナ関係の書類フォルダを整理したそうです。詳細はWIZ病棟メールを確認してください。

＜患者様連絡事項＞
・本田　未来様～持参薬モビコール無くなった為、当院処方へ切り替えとなる。下痢続
いているとの事で、4P→2Pへ減量となる。便秘や下痢時には適宜増減
可との指示あり。

・小澤　和子様～田名部Drよりレボフロキサシン点眼液処方となる。

・小田　沙也加様～船場Dr触診した際は腹部にしこり確認できない為、本日はエコー検査実施しないとのこと。状態が変化した際には再度報告するよう指示あり。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前･午後1時間の開放観察実施。開放観察中他室侵入し迷惑行為あり。都度介入し早めに開放観察終了している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤村　彬様～身体拘束中。9:00～17:00開放観察実施。開放観察中様々な要求あり。要求に応えられない時本人へ説明しているが、理解出来ない様子で奇声を発する。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～自室で臥床し、スタッフの声掛けには応答しない事が多く意思の確認が難しい。自分にとって周囲がさわがしいと大声を出し怒っている。腰痛を訴えロキソプロフェンの内服が多くなっている。不機嫌さあり。介入時注意していく。

・小田　沙也加様～スタッフ付き添いにて歯科受診の為に外出し帰院している。帰宅要求や不穏さ無く落ち着いている。

＜安ヶ平Dr診察＞
・和田　昌様～気分の落ち込み見られるが、薬剤の追加は希望せず。ただ夜間の睡眠が足りないと訴え、10/27～vdsのフルニトラゼパム1㎎→2mgへ増量となる。

・藤井　崇史様～右足部の痛みあり、フェルビナクスチック軟膏1本処方。夜間の中途覚醒や、日中の眠気あり。10/27～オランザピン（1.25）3T毎食後→オランザピン（5）1Tvdsへ変更となる。

＜入院患者様情報＞
日　　時：10月22日　11:28
　氏　　名：中山　清司(なかやま　せいじ)様
　生年月日：昭和54年5月4日　42歳
　病　　名：パーソナリティ障害疑い
　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dr.
　入院形態：措置入院
　病　　棟：東病棟Aユニット9号室

　＜経過＞
　現在一戸病院へ通院中。R3.6.25までは一戸病院へ入院しており、同院退院後は南部
町の弟様宅や二戸市の実家にて生活していた。過去に3回二戸市にて通報されることあ
るが、3回とも調査面接後に一戸病院への受診となっていた。
　R3年10月に入り、南部町内の空き家で寝泊まりしていたとの事で邸宅侵入にて警察
署へ拘留となる。検察の取り調べ中に「出会い系サイトで出会った人が良いと言った」
と事実確認できない発言あり24条通報あり。10/21に一次診察をみかわ神経内科、二
次診察を八戸市民病院にて行い、要措置との判定あり。R3.10.22　11:28東Aユニット
へ措置入院となる。
※業者洗濯
※買い物1万円/月
※血糖測定2検(8:00、20:00)
※ランタス6単位(夕食後)
　低血糖時としてブドウ糖処方あり。
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